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内容要旨 
がん治療では，外科療法や化学療法，放射線療法など，治癒ならびに生
命予後を延長するための治療が行われ，近年では，経口抗がん薬や支持療
法の進歩，外来がん化学療法センターの開設により化学療法は外来へ移行
している．一方で，進行がん患者の 2/3，化学療法を受けている患者の 1/3
はがん疼痛を抱えており，がん治療の初期から継続的な緩和ケアを実施す
るために入院・外来を問わず積極的な緩和ケアチームの介入が求められる． 
緩和ケアチームは，様々な専門性を持つ医療者が関わる学際的な医療チ
ームである．日本における緩和ケアチームの数は年々増加し薬剤師もチー
ムの一員としての役割を担うようになっている． 
しかしながら，従来の緩和ケアチームでは，薬剤師は主に入院患者を対
象に活動しており，外来緩和ケアにおける薬剤師の役割を示した報告は乏
しい． 
そこで，国立がん研究センター東病院の緩和ケア外来で薬剤師が行った
面談内容を後方視的に調査し，緩和ケア外来を受診するがん患者が抱える
問題およびそれに対する薬剤師の介入効果について検討した． 
薬剤師が緩和ケア外来の診察前に面談した患者のうち 58.0%に，薬物治
療の効果不十分，自己管理の問題，副作用の対策不足等の問題点が認めら
れた．薬剤別では，オピオイドに関する問題が最も多かった．また薬物治
療の効果が不十分とされた問題のうち，薬剤師が介入することで 84.0%に
改善がみられた． 
さらに，より効果的な介入を実践するため，上記の結果，最も多い問題
点として示された疼痛治療に対するオピオイドの使用について，服薬アド
ヒアランスの実態を明らかにすること，服薬アドヒアランスに関連する因
子の探索を行うことを目的として，横断研究を行った．The Morisky 
Medication Adherence Scale-8 日本語版を用いてオピオイドの服薬アド
ヒアランスを評価した結果，38.5%の患者が High スコアであり海外の先行
研究に比較し良好だった．一方で，16.7%の患者が「痛みがない時もオピ
オイドがほしいと思うことがある」と回答していた．定期的なモニタリン
グを行いオピオイドの不適切な使用を回避することが重要である． 
また，多変量解析の結果，オピオイドの服薬アドヒアランスには運転の
有無（p=0.024），服薬記録の有無（p=0.037），オピオイドに対する抵抗感
（p=0.024），一般的な薬に対する考え（p=0.001）が有意に関連していた．
運転の有無との関連については，医療者から，危険を伴う機械の操作に従
事しないよう説明を受けていることが影響していると考えられる.一般的
な薬に対する考えについては，日本人を対象とした遺族調査でも関連が示
されている. 
本研究の結果を活かし，患者の生活背景や元来の薬に対する考え方など
を服薬指導時に確認することで薬剤師による迅速で適切な支援が可能に
なると考えられる. 
 
